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第２回 金沢競馬検討委員会 会議録（要旨） 

 

                 日時：平成１７年７月２４日（日）１５：００～ 

                 場所：石川県競馬事業局 ５階会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ（石川県競馬事業局長） 

 

◇ 前回検討委員会での質問等に対する補足説明 

○ 資料説明 

・ 補足説明資料に基づき説明 

○ 質疑応答 

・ 委 員： 開催曜日を変更しているにもかかわらず、資料中「１日平均総売得

額の推移」で、平成１４年度の火曜日、平成１５年度の土曜日に数字

が入っているのはなぜか。 

・ 事務局： 平成１４年度と１５年度は、土曜日から火曜日に移行する期間であ

り、平成１４年度火曜日に１１日間、平成１５年度土曜日に７日間と、

多少であるがそれぞれ開催しているためである。 

 

３ 金沢競馬場の視察について 

(1) 視察コースの説明 

(2) 視察 

  ○ 視察後の意見等 

・  委 員： １頭当たりの預託料はいくらか。金沢競馬場では最低預託料のよう

なものは定められているのか。 

・  事務局： 預託料は、馬主と調教師との契約になるため、主催者が立ち入る部

分ではないが、１２～１３万円／月と聞いている。また、競走馬のけ

がや病気の治療費等については、これとは別に馬主が負担していると

聞いている。 

・  委 員： 競走馬の所有に対しての補助制度はあるか。 

・  事務局： 所有に対しての補助はないが、新馬の購入に対しては石川県馬主協

会を通じて一定の補助を行っている。 

・  委 員： 助成額は幾ら程になっているか。 

・  事務局： 手元に資料がないため、次回以降の検討委員会で報告する。 

・  委 員： きゅう舎への外部からの侵入に対して、どのように対応しているか。 

・  事務局： 公正確保の観点から、きゅう舎地区の入り口にゲートを設け、警備

員を配置しており、出入りを厳重に監視している。近年、不祥事など

は起きていない。 
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・ 委 員： 金沢競馬は、施設、競走馬、騎手、調教師、きゅう務員の全てがし

っかりしていないと存在できない。色々な施設の管理費等を切り詰め

てもきゅう舎運営にかかる費用の負担に対しての補助がないと成り立

たないのではないか。また、ここ近年、生活ができないということで

辞めるきゅう務員が増えてきていると聞いているが、きゅう舎で廃業

したところはどれくらいあるのか。 

・  事務局： 詳細は手元にはないが、きゅう務員に限らず、調教師や騎手でも辞

められた方はいる。 

・  委 員： それは、全体的に競馬ファンの減少による経営上の問題なのか。あ

るいはその他の理由があるのか。 

・  事務局： 多くは健康上の理由等と聞いている。しかし、調教師が管理する馬

は、多い人では３０頭超、少ない人では１０頭未満とそれぞれ差はあ

る。その辺は調教師と馬主との関係になってくるが、預かる頭数によ

って収入の差は出てくる。 

・  委 員： 賞金でも中央や地方でも格差があると聞いているが、 

・  事務局： 賞金・手当の削減だけでなく、委託経費や人件費等の開催経費全般

についての見直しを行っているところであり、競馬関係者の理解も得

ながら、一体となって、全体の中で収支が見合うような努力をしてい

るところである。 

・  委 員： 調教師やきゅう務員の宿舎について、採算がとれているのか。 

・  事務局： 築３０年以上経過し老朽化しているため、家賃等も財源の一部とし

てできる限り修繕等を行っている。採算までは計算していない。 

・  委 員： 調騎会において、預託料に関する取り決めや基準はあるのか。 

・  事務局： 約１３万円／月であるとは聞いているが、馬主と調教師との個々の

問題でもあるので、現実には、それぞれ差はあるとも聞いている。 

・  委 員： 調教師ときゅう務員は雇用関係になると思うが、雇っているきゅう

務員数によって預託料が変わってくるということになるのか。 

・  事務局： きゅう務員数によるのではなく、調教師が何頭を管理・調教してい

るかによって、きゅう務員が何人必要かということで雇用されること

になる。 

・  委 員： ５年前に比べるときゅう務員の収入は、約３０％減少していると聞

いている。それ以外の調教師やその他の競馬に携わる方々がどういう

状況にあるのか資料を提示して欲しい。 

・  事務局： 主催者側から支出している経費は当然に把握しているが、例えば調

教師がきゅう務員に対してどれだけ支払っているか等は、各々が独立

した経営を行っていることもあり、調教師等の協力を得なければなら

ない。できるだけ主旨に沿った形で資料を作成したい。 
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４ 議事 

(1) 第３回検討委員会の日程等について 

 ○ 第３回金沢競馬検討委員会スケジュール（案）の承認 

・ 講演講師として「 長
おさ

 隆
たかし

 氏」を招聘 

・ 金沢競馬関係団体意見聴取先として、 

「(社)石川県馬主協会」、「石川県調騎会」、「同左（騎手部）」、 

「石川県きゅう務員共助会」、「地元町会」の５団体 

○ 第３回金沢競馬検討委員会の開催時期の決定 

・ 平成１７年９月８日（木）午後に決定 

 ○ 第３回金沢競馬検討委員会の公開・非公開の決定 

・ 「講演」については公開 

・ 「競馬関係者からの意見聴取」については非公開 

（競馬関係者の率直な意見を聞く必要があるため） 

 

５ 閉会 


